
 

令和２年４月２１日 

高知河川国道事務所 

 

 

高知海岸仁ノ工区で再び施設の盗難を確認 

 

 
 

○  昨日（令和２年４月２０日）に高知海岸仁ノ工区の堤防上に設置した転落防止柵のボル

ト等、約４０個が外され、持ち去られていることを国土交通省高知河川国道事務所の巡視

員が発見しました。 

   

○  高知海岸の施設の盗難は、令和２年２月２０日及び３月１６日にも確認されており、管

理を強化していたところです。今回の被害についても高知南警察署に相談しているところ

であり、海岸監視用のカメラ映像を提供するなど、引き続き捜査に協力していきます。 

  【これまでの盗難の概要】 

令和２年２月２０日 転落防止柵結束部のボルト等 約１６０個の盗難 

    令和２年３月１６日 転落防止柵結束部のボルト等 約 ５０個の盗難 

 

○  転落防止柵は、歩行者が転落しないように設置しているもので、ボルトが外されたまま 

放置すると危険なため、結束バンドによる応急処置を施しております。高知河川国道事務

所としては、高知海岸における巡視を強化するなど、引き続き高知県や高知南警察署と協

力しながら、適切な管理に努めて参ります。 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

◆国土交通省 四国地方整備局 高知河川国道事務所 

電話（０８８）８３３－６９０１（工務課） 

副所長   森本 修三 

○事業対策官 中山 正一 

                       ○主たる問い合わせ先 

 



【被害概要】
・発生（確認）：令和２年４月２０日（月）
・発 生 場 所 ：高知海岸 仁ノ工区

盗難被害発生箇所

・被 害 内 容 ：転落防止柵結束部のボルト等 約４０個の盗難

結束バンドによる応急処置状況
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